
○位置
福岡県柳川市

○ 近年の豪雨の頻発化に伴い、農
地や農業用施設、住宅地の湛水被
害が深刻化。

【整備前】
低平地で排水不良であったため、
豪雨のたびに農地や住宅地等に
被害が発生。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】
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○主要作物
・水稲、麦、大豆、いちご、アスパラガス等

○主要施設
・クリーク 210km

・排水機場 20か所

○主な支援施策
・国営かんがい排水事業（S51～H21）

・クリーク防災機能保全対策事業（H11～R2）

・県営湛水防除事業（S50～H29）

・県営農地整備事業（S49～H17）

やながわ

農地や農業用施設の湛水被害を軽減

○ クリーク等の整備により、用水の
安定供給及び洪水調節容量を確保。 （S49年～R2年）
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安定的な農業経営の確保 豪雨による湛水被害を軽減
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○ 湛水被害が縮小したことから、いちごやアスパラ
ガスの作付面積が拡大し、安定的な営農が実現。

福岡県

柳川地区

○ 令和２年７月豪雨においては、過去最多の24hr雨
量361.5mmの降雨があったが、市内クリークの先行
排水と排水機場の運転により、湛水被害を軽減。

平成24年７月の湛水状況

クリークの先行排水による洪水調節容量の確保

○ 大雨前に先行排水を行い、クリークの空き容
量を確保することにより、一層の洪水調節が可能。

やながわ

整備後のクリーク 整備後の排水機場

イチゴ「あまおう」 アスパラガス

○ 周辺自治体では、住家で計1,400件を超える床上浸
水被害が生じたが、柳川市内での被害は４件。

○ 大雨予測時に、事前にクリークの
先行排水を行い、湛水被害を軽減。

通常時

○ 農業用水の安定供給により用水不足の不安が解消。
○ クリークや排水機場の整備により余剰水の円滑な排水が実現。

先行排水により空きポケットを増量

先行排水時

平成24年
九州北部豪雨

令和２年７月豪雨

床上 380件 床下 953件

（計1,333件）

（計120件）

平成24年７月九州北部豪雨による家屋被害

○ 土地改良事業により筑後大堰、筑後導水路が
造成されたことで、農業用水の供給が安定。

床上4件※２河川の堤防決壊あり

【福岡県柳川市】クリークの先行排水で農地や住宅地等の湛水被害を軽減
やながわ

床下116件

○ 市内における平成24年と令和２年の豪雨を比較す
ると、家屋被害は1/10以下に減少。

農業施設内への土砂流入
家屋床下への土砂流入

による被害


